
5月 1日：令和 6年度第 1回認定・専門獣医師協議会事
業推進協議会

5月 8日：第 2回役員候補者推薦管理委員会
：第 9回研修プログラム基準案作成・評価作業
委員会（WEB併用）

行事等

5月17日：令和 6年度第 2回業務運営幹部会
5月27日：令和 6年度第 1回農場管理認定・専門獣医師

等認定・活動支援推進委員会
5月28日：第 39回産業動物臨床・家畜共済委員会
5月29日：第 8回女性獣医師活躍推進委員会

募
集

宮崎県
職員（獣医師）

お問い合わせ

申込要件
 申し込み時点で獣医師免許取得者であること
 令和７年４月１日現在で満60歳未満であること
 県内どこでも勤務できること

選考方法

面接日時及び場所は、令和 7年 3月 5日までの間で、
応募者と相談の上決定します。

募集期間
 令和 7年 2月 28 日まで
合格者が採用予定数に達した時点で募集を
締め切る場合があります。

採用予定日
 令和 7年 4月 1日以降
本県の状況及び応募者の都合に応じて、
随時採用する場合があります。

ブロイラー飼養羽数 全国2位
豚飼養頭数 全国2位
肉用牛飼養頭数 全国3位

（令和5年2月1日現在）

畜産王国★宮崎へ来てみんね
採用試験案内はコチラ

動画公開中
① 若手職員の一日
② 子育て世代職員の一日～宮崎へ移住して～
③ from farm to table
公務員獣医師の関わり～牛目線で～

各 3分程度

初任給調整手当

月額７万円
※既卒採用の場合、支給月額・期間は獣医師免許取得後に従事した職種及び経験年数により異なります。

支給します！

全国最高額！
（令和６年４月時点）

※Web面接も可能です！

宮崎県 総務部 人事課
TEL：0985-26-7009（直通）
住所：〒880-8501　宮崎市橘通東 2丁目 10番 1号
農政水産部 畜産局 家畜防疫対策課

TEL：0985-26-7139（直通）
E-mail：kachikuboeki@pref.miyazaki.lg.jp

※職場見学も可能です！
旅費を一部助成します。
気軽にお問い合わせください。

 面接試験

　宮崎市橘通東 2丁目 10番 1号



令和6年度
山形市任期付職員（獣医師）選考
選考は個別面接（対面式面接又は Web 面接）のみ！ 通年募集！
選考は随時行います！ R6 より初任給調整手当を 2 万円 UP し， 
65,000 円を支給します！ 赴任手当も支給します！

受付期間：‌�令和6年5月1日㈬～令和7年3月31日㈪
面 接 日：応募者と調整の上，随時実施します．
選考会場：山形市役所またはWeb面接
選考内容：‌�個別面接（山形市役所で行う場合は対面，

Web 面接の場合はWeb 会議システム
Zoomを使用したオンライン形式で実施）

応募資格：‌�獣医師の免許を有する方‌
（※年齢要件はありません）

勤務内容及び配属先：山形市保健所や動物愛護セン
ター，食肉衛生検査所等に勤務し，主に，動物
愛護，狂犬病予防，と畜検査または食品衛生に
関する監視等の専門業務に従事します．

給　　与：と畜検査に従事する場合　256,100 円～
上記以外に従事する場合　232,100 円～
※‌�上記金額のほか，初任給調整手当
65,000 円が支給されます．

募 集

応募方法：インターネットによる申込み．
① 山形市職員採用情報
https://www.city.yamagata-
yamagata.lg.jp/shiseijoho/
shokuin/1007014/index.html

② やまがた e申請
https://www.city.yamagata-
yamagata.lg.jp/shiseijoho/
shokuin/1007014/1009408.html

問い合わせ：
山形市総務部職員課 職員採用担当（市役所4階）
〒 990‐8540　山形市旅篭町二丁目3番 25号
電話 023‐641‐1212（内線 266）
FAX 023‐624‐8406
E-mail：‌�syokuin-jinji@city.yamagata-

yamagata.lg.jp

第 31回 全日本獣医師テニス大会のご案内

案 内

日　時：令和 6年 10月 26日（土），27日（日）
場　所：青野運動公苑アオノテニスクラブ

〒 675-2404　兵庫県加西市油谷町 639-3
☎ 0790-45-1845

参加資格：日本在住の獣医師とその家族，関係業務従
事者（お一人から参加できますので下記事務局
までご相談ください）

開催種目：ミックスダブルス（A級・B級のクラス別），
女子ダブルス，50歳以上ダブルス（A級・
B級のクラス別），獣医師ダブルス（A級・
B級・C級のクラス別），チーム対抗ダブ
ルス，（各種目は参加人数により変更する
場合があります）

参加費用：27,000円（2日間プレー，宿泊代含む．1日参
加等の場合別料金設定あり）

申込み方法：氏名，住所，勤務先名，連絡先（電話番
号およびメールアドレス）を明記の上，下
記大会事務局へメールもしくは FAXに
て送付してください．

申込み締切：令和 6年 8月 31日
大会事務局：森　和也

（兵庫県グリーンフォレスト動物病院）

〒 671-1524　揖保郡太子町東保 300-1
E-mail : morivet@apricot.ocn.ne.jp

FAX 079-277-6938



日本ウマ科学会
「認定馬臨床獣医師」認定のための第 5回認定試験のご案内

案 内

1　試験の日時
2024年 11月 26日（火）　14：10～15：10（60分間）
第 37回日本ウマ科学会学術集会に付帯して開催
（オンライン開催になった場合であっても会場で実
施予定）

2　試験の場所
KFC Hall & Rooms　＊部屋番号は受験票にて通知
〒 130-0015　墨田区横

よこ

網
あみ

一丁目 6番 1号
（都営地下鉄大江戸線「両国駅」A1出入口より徒歩 0分）

3　試験の種類等
（1）試験の科目：試験科目は別に定める認定馬臨床

獣医師モデル・コア・カリキュラム項目（Com-

petences for VETCEE accredited equine 

programs）ならびに関連項目より出題する．
（2）試験の出題数：試験は合計で 50問とする．
（3）試験の方法：多肢選択方式による．
4　受 験 資 格
次の各号に示す条件をすべて満たした者について
受験を認める．
（1）本会の会員であること
（2）馬専門の臨床獣医師として 5年間以上の職歴を

有すること
5　認 定 登 録
認定試験に合格した者については，本会会長が認定
証を交付し，認定馬臨床獣医師台帳に記載登録する．

6　認定の効力
（1）認定は 5年ごとに更新手続きを行わなければ，

その効力を失う．
（2）本会から退会または除名の処分を受けたとき，

またはその他特別な理由が生じたときは，その
認定を取り消し，または停止することがある．

7　受 験 手 続
（1）提出書類等
ア 受験申込み票
イ 履歴書（研究歴を含む市販 A4版，写真添付）
ウ 受験料を所定の銀行口座に振り込み，その振

込みを証明する書類のコピー
（2）受験手数料
① 受験手数料：15,000円
② 提出書類等を受理した後は，受験手数料は返
還しない．

（3）振り込み先
みずほ銀行　山口支店（店番号 643）
口座番号：（普通）3003142

名　　義：日本ウマ科学会臨床委員会
（4）提出書類等の受付期間及び提出場所
① 提出書類等の受付期間：

2024年 9月 2日（月）～10月 31日（木）
② 提出書類等の受付場所：
認定事務局 ㈱アイペック
〒 170-0002　豊島区巣鴨 1-24-12

2024年 10月 31日（木）までの通信日付印の
あるものに限り，受け付ける．

（5）受験票の交付
受験票は，2024年 11月 12日（火）までに送付
する．この送付日を数日過ぎても受験票が届かな
かったときは，認定事務局である㈱アイペック
（☎ 03-5978-4067，E-mail：jses_exam@ipec-

pub.co.jp）まで連絡すること．
8　合格者の発表
試験の合格者は，2025年 1月 6日（月）以降に認

定証を郵送する．不合格者にはその旨を郵送する．
9　そ　の　他
（1）やむを得ない事由が生じたときは，試験の場

所若しくは期日を変更し，又は試験を中止する
ことがある．その場合は，その旨を公示し，又
は通知する．

（2）問い合わせ先：認定事務局 ㈱アイペック
https://jses.jp/topics/page.php?id=473

〒 170-0002　豊島区巣鴨 1-24-12

☎ 03-5978-4067

E-mail：jses_exam@ipec-pub.co.jp

日本ウマ科学会は，わが国の馬臨床獣医師が備えるべき専門知識と臨床技術に関する最新の水準を明示し，馬臨
床獣医師の質的レベルを一般社会に広く開示することを目的に，会則第 3条 5項に基づき，2019年から馬の臨床を
専門とする獣医師の認定を行っております．つきましては，第 5回認定試験を下記のとおり実施します．



学会では，獣医師専門職をはじめ，獣医学系大学の学生，獣医学関係分野の研究者等が学術研究の
発表をされる場として，獣医学術学会誌への投稿原稿を広く募集しています．
日本獣医師会が毎年度開催する獣医学術学会年次大会で一般口演された研究発表等も，是非ともご
投稿いただき，誌面での発表をお願いします．
なお，投稿に際しては「日本獣医師会獣医学術学会誌投稿規程（第 76 巻 12 号 572 頁）」及び投稿
原稿の審査や編集が円滑に行われることを目的に策定された「日本獣医師会獣医学術学会誌投稿の手
引き（第 76巻 12号 576頁）」を参照願います．

日本獣医師会獣医学術学会誌投稿原稿の募集について
日本獣医師会学会においては，構成獣医師をはじめ多くの獣医療関係者からの獣医
学術学会誌掲載の研究論文を随時募集しておりますので，奮ってご投稿願います．



第42回日本獣医師会
獣医学術学会年次大会（令和6年度）のご案内
第42回日本獣医師会獣医学術学会年次大会（令和6年度）は

公益社団法人 日本獣医師会の主催により、令和7年1月24日（金）～26日（日）、

仙台国際センターにおいて開催いたします。魅力あるプログラムを多数準備して、皆様のご来場をお待ちしています。

交通案内

会場 お問い合せ先

アクセス

公益社団法人日本獣医師会事務局（学会担当）
〒107-0062 東京都港区南青山1-1-1 新青山ビル西館23階
TEL：03-3475-1601　FAX：03-3475-1604
E-mail：jvmas-meet@umin.ac.jp

仙台国際センター
〒980-0856仙台市青葉区青葉山無番地
TEL： 022-265-2211

仙台国際センターの
ご案内はこちら
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第 21回 アジア獣医師会連合（FAVA）大会

アジアワンヘルス福岡宣言2022
ワンヘルスは、動物と人の共生社会づくり、生物多様性や環境の保全などによって、地球や社会の持続
的な発展を目指している。
現在、世界では、COVID-19、新型インフルエンザ、重症熱性血小板減少症候群（SFTS）など人と動

物の共通・新興感染症の国境を越えた発生や、薬剤耐性（AMR）が大きな課題となっている。
このようなことから、FAVA加盟国は、連携・協力してワンヘルスを実践しなければならない。
我々FAVA加盟獣医師会及び所属する獣医師は、ワンヘルスの先進地である福岡県において開催された
第 21回 アジア獣医師会連合（FAVA）大会の成果を踏まえ、「FAVA戦略プラン 2021-2025」に基づく
ワンヘルスアプローチを一層発展させ、その実践活動をアジア・オセアニア地域から世界に向けて発信す
ることを決意し、以下のとおり宣言する。

１．新興・再興感染症を含む人と動物の共通感染症の予防及びまん延防止に万全を期する
ため、感染源、感染経路及び宿主対策についての調査・研究体制を整備するとともに、
情報の共有に努める。

２．薬剤耐性菌が医療と獣医療において重大な脅威となっていることから、抗菌剤の慎重
かつ適正な使用を徹底し、薬剤耐性（AMR）対策を推進する。

３．動物と人が共生する社会を構築するため、生物多様性の維持や地球環境の保全を積極
的に推進する。

４．獣医学教育の更なる整備及びワンヘルスアプローチによる国際連携により、WOAH
（OIE）Day One Competencies（獣医師が具備すべき知識・技能・態度）を有
する獣医師の育成に取り組む。

５．医療関係団体、行政機関、市民団体及び大学、WVA、WOAH（OIE）、WHO、
FAO、UNEPなどの国際機関と協力し、ワンヘルスの課題解決と推進に取り組む。

６．アジアにおけるワンヘルスの課題への研究と児童、生徒及び市民に対するワンヘルス
教育の普及のために、FAVA活動の拠点を整備・強化する。

令和 4年 11月 13日 ヒルトン福岡シーホークにて開催された「第 21回 アジア獣医師会連合（FAVA）大会」にて調印。




